平成24年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：県産材流通対策費

	事業名: 新 木の香る快適な教育施設等整備事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　　　　　　
　　　　　　　　　林政部　県産材流通課　県産材需要拡大担当　電話番号：058-272-1111（内3014）

　　　　　　　　　E-mail：c11545@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：85,800千円（前年度予算額： 0千円）
	事業内容


	１　事業の内容


平成２３年１２月に「清流の国ぎふ森林環境税条例」が制定され、平成２４年度から森林・環境税により、環境保全林や里山林の整備、生物多様性・水環境の保全、公共施設等における県産材の利用促進、地域が主体となった環境保全活動の推進の各種事業に取り組むことになった。
公共建築物等木材利用促進法の施行に基づき、公共施設における県産材利用をより一層促進するとともに、環境にやさしく快適な空間を提供するため、当事業により、市町村等が整備する公共施設のうち特に普及啓発効果の高い教育関連施設等の木造化や内装の木質化に対して支援を行う。
（１）対象施設

　　・教育関連施設（幼稚園、小中学校等）

　　・福祉関連施設（児童福祉施設、老人福祉施設、障がい者福祉施設）

（２）事業主体

　　・市町村、学校法人、社会福祉法人等
（３）補助率

　　・定額  ① 木　造　化：17,000円／m2

　   ② 内装木質化：10,000円／m2
      ・補助金の限度額　木造化、内装木質化　１施設当たり30,000千円
（４）補助基準（県産材の使用基準）
　　　①木造化　　 ・木質部材の８０％以上に「ぎふ証明材」を使用すること　
・主要構造材はすべてＪＡＳ製品又は「ぎふ性能表示材」を使用す

ること
　　　②内装木質化 ・延床面積の６０％以上の内装（壁、床等）を木質化すること
　　　　　　　　　 ・木材はすべて「ぎふ証明材」を使用すること

　　　　　　　　　 ・床、壁、天井のうち２箇所以上を木質化すること
	２　所要経費


木の香る快適な教育施設等整備事業費　　　　 　　　85,800 
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　２儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

・公共施設の木造化を図り、県産材の需要拡大を進める
	　２　これまでの取組状況


	３　これまでの取組に対する評価


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	85,800
	0
	0
	0
	0
	0
	85,800
	0
	0

	決定額
	85,800
	0
	0
	0
	0
	0
	85,800
	0
	0


